
　

国
学
院
大
学
が
現
在
の
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
に
校
地
を
移
し
て
か
ら
、
今

年
で
1
0
0
年
を
迎
え
た
。

　

本
学
の
母
体
で
あ
る
皇
典
講
究
所

は
、
日
本
文
化
の
究
明
と
神
職
養
成

を
行
う
中
央
機
関
と
し
て
明
治
15

（
1
8
8
2
）
年
に
、
東
京
・
麹
町

区
飯
田
町
（
現
・
千
代
田
区
飯
田

橋
）
の
地
に
創
立
さ
れ
た
。　

　

明
治
維
新
後
、
文
化
や
政
治
体
制

な
ど
が
急
激
に
西
洋
化
の
流
れ
に
向

か
う
中
、
初
代
所
長
で
当
時
の
司
法

大
臣
で
も
あ
っ
た
山
田
顯
義
伯
爵

は
、
同
所
の
重
要
性
と
拡
大
の
必
要

性
を
説
い
た
。
山
田
伯
は
、
従
来
の

国
学
の
枠
を
超
え
、
日
本
の
文
化
や

歴
史
、
法
律
、
経
済
に
加
え
海
外
百

科
も
学
び
、
総
合
的
な
観
点
で
日
本

を
研
究
す
る
方
向
性
を
示
し
、
神
職

養
成
に
留
ま
ら
ず
広
く
社
会
に
有
用

な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
掲
げ
、

23
年
に
皇
典
講
究
所
は
教
育
機
関
で

あ
る
「
国
学
院
」
を
設
立
。
同
所
と

本
学
は
、
飯
田
町
で
黎
明
期
の
歴
史

を
歩
ん
で
い
っ
た
。

　

そ
の
後
、
学
生
数
の
増
加
や
周
辺

環
境
の
騒
音
問
題
な
ど
か
ら
研
究
教

育
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
を
求
め
、
大

正
12
（
1
9
2
3
）
年
に
現
在
の
渋

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
、
関
東
大

震
災
や
第
二
次
世
界
大
戦
な
ど
の
災

禍
に
遭
い
つ
つ
も
渋
谷
の
岡
で
１
０

０
年
の
歴
史
を
紡
い
で
き
た
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
本
学
の
校
史

研
究
に
携
わ
っ
て
き
た
研
究
開
発
推

進
機
構
の
渡
邉
卓
准
教
授
の
協
力
、

監
修
を
受
け
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
移

転
の
背
景
や
1
0
0
年
の
歩
み
を
主

要
な
出
来
事
な
ど
か
ら
紹
介
す
る
。
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創
立
記
念
祭・関
係
物
故
者

慰
霊
祭
を
執
行

祭　儀 ■ 月次祭・新嘗祭　12月１日（金）　午前10時　仮殿
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る
：
道
新
ク
マ
担
記
者
が
追
う
』
は
生
々
し

い
。「『
狩
猟
』
と
、
農
地
や
市
街
地
近
辺
で
行

う
『
駆
除
』
を
分
け
て
規
制
す
る
法
改
正
も
不

可
欠
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
▼
カ
ン
ヌ
国
際
映
画

祭
パ
ル
ム
ド
ー
ル
受
賞
の
ル
ー
マ
ニ
ア
の
巨

匠
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ム
ン
ジ
ウ
監
督
の

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
新
世
紀
』
が
日
本
で
公
開
中

だ
。
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
地
方
を
舞
台
に
、

外
国
人
労
働
者
・
移
民
社
会
と
い
っ
た
現
代
的

な
テ
ー
マ
で
心
を
深
く
え
ぐ
る
▼
本
作
で
は
、

ク
マ
の
生
態
を
調
べ
に
き
た
フ
ラ
ン
ス
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
職
員
が
現
地
住
民
に
揶
揄
さ
れ
る
。
自
分
た

ち
の
生
活
は
苦
し
い
の
に
、
お
前
は
ク
マ
を
数

え
上
げ
て
金
を
稼
ぐ
の
か
と
。
映
画
冒
頭
か
ら

ほ
の
め
か
さ
れ
る
の
は
人
か
獣
か
も
わ
か
ら
な

い
、
森
に
潜
む
正
体
不
明
の
存
在
だ
▼
ク
マ
と

い
う
存
在
が
問
い
か
け
て
い
る
。
異
な
る
者
が

隣
り
合
う
、
私
た
ち
の
日
常
の
あ
り
よ
う
を
。

ク
マ
が
日
本
社
会
を
ざ
わ
つ
か
せ
て
い
る
。

東
北
地
方
を
中
心
に
人
が
ク
マ
に
襲
わ
れ
る
被

害
が
相
次
ぎ
、
今
年
度
被
害
に
あ
っ
た
人
数
は

統
計
開
始
以
来
過
去
最
悪
の
数
字
と
な
っ
た
。

市
街
地
に
出
没
す
る
ク
マ
は
「
ア
ー
バ
ン
・
ベ

ア
」
と
呼
ば
れ
る
▼
都
市
部
の
緑
地
化
や
生
物

の
多
様
性
を
確
保
す
る
た
め
の
環
境
整
備
が
、

ク
マ
の
生
息
域
拡
大
に
影
響
し
た
と
い
う
議
論

も
あ
る
。
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。
多
摩
地
域

の
山
中
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
る
東
京
都
内
の

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
目
撃
情
報
も
、
い
つ
か
住
宅
街

へ
拡
大
す
る
や
も
と
、
い
や
な
想
像
が
膨
ら
む

▼
Ｏ
Ｓ
Ｏ
18
を
含
む
ヒ
グ
マ
被
害
を
追
っ
て
き

た
記
事
を
ま
と
め
、
今
秋
刊
行
さ
れ
た
内
山
岳

志
著
・
北
海
道
新
聞
社
編
『
ヒ
グ
マ
は
見
て
い

遠
つ
丘ヲ
脈
の
梢
を
　
わ
た
る

風
な
ら
し
。

　
音
と
し
も
な
く

　
　
　
聽
き
の
か
そ
け
さ

（『
春
の
こ
と
ぶ
れ
』）

釈
　
迢
空

「
山
」

６・７面に関連記事

足
跡
を
た
ど
る

の

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
は
、
11
月
４
日
に
母

体
で
あ
る
皇
典
講
究
所
の
創
立
か
ら
1
4
1
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
１
日
に
創
立
記
念
祭
お

よ
び
関
係
物
故
者
慰
霊
祭
を
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

で
執
行
し
た
。

　

創
立
記
念
祭
（
斎
主
＝
大
野
靖
仁
法
人
参
事

・
神
殿
奉
斎
員
）
は
仮
殿
で
斎
行
さ
れ
、
佐
栁

正
三
理
事
長
、
針
本
正
行
学
長
ら
が
参
列
し

た
。
例
年
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
神
殿
で
斎
行
さ

れ
て
い
た
が
、
創
立
1
4
0
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
神
殿
の
造
替
お
よ
び

御
神
域
整
備
の
た
め
、
仮
殿
で
斎
行
さ
れ
、
今

後
の
本
法
人
と
傘
下
校
の
発
展
を
祈
念
し
た
。

　

関
係
物
故
者
慰
霊
祭
（
斎
主
＝
北
澤
薫
神

道
研
修
事
務
部
長
・
神
殿
奉
斎
員
）
で
は
、

創
立
以
来
、
物
故
せ
ら
れ
た
役
教
職
員
や
学

生
・
生
徒
、
と
り
わ
け
こ
の
１
年
間
に
亡
く
な

っ
た
法
人
各
校
の
関
係
者
の
御
霊
を
迎
え
斎
行

さ
れ
た
。
佐
栁
理
事
長
、
針
本
学
長
は
じ
め
、

法
人
、
大
学
の
役
教
職
員
、
遺
族
、
学
生
ら
が

参
列
。
斎
主
に
よ
る
祭
詞
奏
上
の
後
、
学
生
に

よ
る
「
慰
霊
の
舞
」
や
フ
ォ
イ
エ
ル
・
コ
ー
ル

混
声
合
唱
団
に
よ
る
追
悼
歌
な
ど
が
奉
仕
さ
れ

た
。
佐
栁
理
事
長
、
針
本
学
長
に
続
き
、
遺
族

や
学
生
代
表
ら
が
祭
壇
に
玉
串
を
捧
げ
拝
礼

し
、
物
故
者
を
し
の
ん
だ
。

学生による「慰霊の舞」の奉納［関係物故者慰霊祭］

昭和前期の渋谷校舎昭和前期の渋谷校舎

渋
谷
渋
谷
のの
岡岡

渋谷
キャンパス 100周年
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第一線の研究者が
東京の未来を展望

第10回渋谷区民大学講座

に
お
よ
ぶ
原
稿
の
束
が
主
で
、
書
名
は

不
明
な
が
ら
目
次
に
は
「
第
一
部
　
検

非
違
使
」「
第
二
部
　
検
非
違
使
庁
」

「
第
三
部
　
庁
例
」
と
あ
り
、
筆
意
も

考
慮
す
る
に
検
非
違
使
・
庁
例
に
関
す

る
知
見
を
一
般
書
と
し
て
ま
と
め
直
そ

う
と
し
た
、
そ
の
草
稿
ら
し
い
。
現
在

残
る
3
8
1
枚
は
第
一
部
第
一
章
相
当

分
の
よ
う
だ
が
、
驚
嘆
す
べ
き
大
分
な

構
想
と
い
え
よ
う
。
使
用
さ
れ
た
原
稿

用
紙
・
用
箋
は
早
稲
田
大
学
・
日
本
大

学
・
東
京
帝
国
大
学
・
国
民
精
神
文
化

研
究
所
の
も
の
な
の
で
、
大
学
院
修
了

後
、
職
を
経
る
な
か
で
ま
と
め
て
い
っ

た
も
の
の
よ
う
だ
。
他
に
大
量
の
メ
モ

・
草
稿
案
も
残
る
が
、
再
三
再
四
に
お

よ
ぶ
リ
ラ
イ
ト
の
痕
跡
が
あ
り
、
産
み

の
苦
悩
が
滲に

じ

み
出
る
よ
う
で
あ
る
。

　
本
学
に
お
け
る
国
法
の
学
と
い
う

と
、
黎
明
期
に
植
木
直
一
郎
を
見
、
近

く
は
瀧
川
の
存
在
が
際
立
っ
て
偉
大
で

あ
る
が
、
小
川
の
自
筆
原
稿
群
は
、
そ

の
系
譜
が
脈
々
と
そ
し
て
着
実
に
継
承

さ
れ
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

研
究
開
発
推
進
機
構
助
教（
特
別
専
任
）

 

比
企
貴
之

　
国
学
院
大
学
法
学
部
教
授
で
あ
っ
た

小
川
清
太
郎
（
1
9
0
9
―
73
年
）

は
、
昭
和
18
（
1
9
4
3
）
年
に
本
学

の
講
師
と
な
り
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦

争
終
結
後
に
政
経
学
部
が
創
設
さ
れ
た

際
、
法
学
と
経
済
学
の
錚そ

う

々そ
う

た
る
教
員

陣
容
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
着
任
し

た
。
在
職
中
は
法
学
や
民
法
を
担
当

し
、
学
務
の
要
職
も
歴
任
し
た
ほ
か
、

律
令
・
式
内
社
研
究
の
権
威
で
あ
っ
た

瀧
川
政
次
郎
が
退
職
す
る
と
日
本
法
制

史
を
大
学
院
で
担
当
し
た
。
他
方
、
長

年
に
わ
た
り
家
庭
裁
判
所
の
調
停
委
員

と
し
て
も
尽
力
し
、
の
ち
藍
綬
褒
章
を

受
章
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
歴
か
ら
、

本
学
で
小
川
と
い
う
と
、
民
法
の
先
生

と
い
う
印
象
が
先
立
つ
こ
と
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
彼
の
処
女
論
文
か
つ
出

世
作
は
、
小
川
が
ま
だ
早
稲
田
大
学

大
学
院
の
院
生
だ
っ
た
頃
に
発
表
し

た
「
庁
例
の
研
究
」（
昭
和
12
年
）
と

「
検
非
違
使
の
研
究
」（
昭
和
13
年
。

と
も
に
『
早
稲
田
法
学
』
掲
載
）
で
あ

り
、
も
と
も
と
は
日
本
法
制
史
の
研
究

を
本
領
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
加
え

て
こ
の
二
つ
の
論
文
は
、
当
時
早
稲
田

大
学
大
学
院
に
出
講
し
て
い
た
瀧
川
の

指
導
の
も
と
執
筆
し
た
も
の
で
、
そ
の

史
料
収
集
の
網
羅
性
と
叙
述
の
体
系
性

と
論
理
性
は
、
と
て
も
一
院
生
の
そ
れ

と
は
思
え
な
い
高
水
準
を
誇
り
、
今
日

に
至
る
ま
で
、
こ
の
方
面
に
関
す
る
基

礎
的
文
献
と
し
て
の
耀か

が
や
き
を
失
っ
て
い

な
い
（
昭
和
63
年
に
名
著
普
及
会
か
ら

『
検
非
違
使
の
研
究
・
庁
例
の
研
究
』

と
し
て
復
刻
刊
行
）。

　
し
か
し
な
が
ら
、
在
職
中
の
小
川
は

す
で
に
法
制
史
へ
の
関
心
を
失
っ
て
い

た
と
さ
れ
、
そ
の
後
、
つ
い
に
彼
の
検

非
違
使
お
よ
び
庁
例
に
関
す
る
研
究
が

総
括
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
後

年
、
瀧
川
は
「
あ
れ
（
小
川
＊
論
者

注
）
早
稲
田
の
大
学
院
で
わ
た
し
が
教

え
ま
し
て
ね
、
そ
れ
で
検
非
違
使
の
論

文
を
書
か
せ
た
ん
で
す
。
検
非
違
使
の

考
え
方
を
あ
れ
に
や
ら
し
た
。
そ
れ
は

も
う
非
常
に
優
れ
た
論
文
で
し
て
ね
。

そ
の
後
殆
ん
ど
論
文
書
か
な
い
ん
だ
よ

彼
は
ね
。」
と
述
懐
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
先
年
、
幸
運
に
も

小
川
の
自
筆
原
稿
群
の
寄
贈
を
得
た
。

2
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
で
3
8
1
枚

小川清太郎の自筆原稿

第

回
55

理事長・学長らが展墓

　学校法人国学院大学では、創立記念日を迎
えるにあたり、佐栁正三理事長、針本正行学
長はじめ役員らが10月23日、豊島岡御墓所
に皇典講究所初代総裁・有栖川宮幟仁親王と
高松宮宣仁親王・同喜久子妃の墓を参拝し
た。続いて護国寺檀徒墓地において、皇典講
究所初代所長・山田顯義伯爵と戦後の混乱期
に本学を牽引した石川岩吉・元理事長兼学長
の展墓を行った。

戦没先輩学徒慰霊祭を斎行

　戦没先輩学徒慰霊祭が10月14日、渋谷キ
ャンパス正門横の「學徒慰霊之碑」「建碑来
歴碑」前で斎行された。
　これらの碑は、日中戦争から太平洋戦争
において、学業半ばで戦没した本学学生や
教職員、院友らを慰霊するために昭和43
（1968）年に建立された。
　この慰霊祭は、46年に学生有志により始
められ、今回が53回目となる。本学での出
陣学徒壮行会が18年10月14日に行われたた
め、毎年同日に斎行している。
　当日は、戦没先輩学徒慰霊祭実行委員会の
学生をはじめ、教員らが参列。学生による
「浦安の舞」の奉奏などが行われ、慰霊碑に
祀られている御霊を慰霊した。未

大
成
の
検
非
違
使
研
究

 

　
　
小
川
清
太
郎
の
自
筆
原
稿
群

　

「
21
世
紀
の
東
京
論
」
と
題
し

た
第
10
回
渋
谷
区
民
大
学
講
座
が

10
月
28
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
た
。
講
師
と
テ
ー
マ

は
、
第
1
部
が
吉
見
俊
哉
・
観
光

ま
ち
づ
く
り
学
部
教
授
＝
写
真
右

＝
に
よ
る
「
東
京
裏
返
し
―
尾
根

を
上
る
渋
谷
か
ら
川
筋
を
這
う
渋

谷
へ
―
」、
第
2
部
が
ジ
ョ
ル
ダ

ン
・
サ
ン
ド
・
研
究
開
発
推
進
機

構
特
別
招
聘
教
授
、
米
ジ
ョ
ー
ジ

タ
ウ
ン
大
教
授
＝
同
下
＝
に
よ
る

「
東
京
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
」。
学

生
を
含
む
多
く
の
一
般
参
加
者
は

講
師
の
独
自
の
東
京
論
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
た
。

　

第
1
部
で
吉
見
教
授
は
ま
ず
、

現
在
の
渋
谷
を
駅
前
に
高
層
ビ
ル

が
建
設
さ
れ
る
な
ど
「
巨
大
再
開

発
が
止
ま
ら
な
い
状
況
」
と
位
置

付
け
た
。
1
9
7
0
年
代
に
「
渋

谷
パ
ル
コ
」
が
開
業
し
、
公
園
通

り
に
若
者
が
集
ま
り
、
華
や
い
だ

文
化
を
創
出
し
た
時
代
か
ら
は
様

変
わ
り
し
た
形
だ
。

　

そ
う
し
た
中
で
も
若
者
が
一
様

に
高
層
ビ
ル
の
上
へ
上
へ
と
駆
け

上
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と

分
析
し
た
。
近
年
、
若
者
ら
は
渋

谷
を
再
発
見
す
る
か
の
よ
う
に
渋

谷
川
筋
を
好
ん
で
歩
き
回
っ
て
い

る
と
い
う
。
渋
谷
は
地
形
的
に
谷

間
に
位
置
し
、
川
と
は
切
っ
て
も

切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
。
そ
こ
で

吉
見
教
授
は
こ
う
し
た
行
動
形
態

を
踏
ま
え
、
渋
谷
川
の
復
活
な
ど

を
推
し
進
め
て
い
け
ば
新
た
な
渋

谷
の
可
能
性
が
見
え
て
く
る
と
の

考
え
を
示
し
た
。

　

併
せ
て
都
市
の
在
り
方
を
根
本

的
に
見
直
す
必
要
性
も
指
摘
し

た
。
渋
谷
は
車
道
が
多
く
混
雑
し

て
騒
が
し
い
の
は
否
め
な
い
。
車

道
を
減
ら
し
、
欧
州
の
よ
う
に
歩

道
・
自
転
車
道
を
充
実
さ
せ
、
脱

自
動
車
都
市
を
目
指
す
べ
き
だ
と

提
唱
。
最
後
に
「
過
去
と
の
つ
な

が
り
を
重
視
し
、
古
い
か
ら
こ
そ

新
し
い
と
い
う
発
想
が
大
事
だ
」

と
訴
え
た
。

　

第
2
部
で
は
日
本
に
留
学
し
、

東
京
大
学
大
学
院
で
建
築
史
を
研

究
し
た
サ
ン
ド
教
授
が
、
そ
の
経

験
と
実
績
を
生
か
し
、
庶
民
の
日

常
生
活
か
ら
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
建

築
な
ど
と
し
て
東
京
に
文
化
遺
産

が
ど
う
形
成
さ
れ
、
都
市
で
の
そ

の
価
値
と
は
何
か
を
解
き
明
か
し

た
。
こ
れ
と
と
も
に
誰
も
が
利
用

で
き
る
広
場
や
空
間
を
指
す
コ
モ

ン
ズ
に
も
注
目
し
、
1
9
6
0
年

代
に
新
宿
駅
西
口
地
下
に
若
者
が

集
ま
り
一
時
的
に
コ
モ
ン
ズ
が
創

出
さ
れ
た
近
年
の
歴
史
に
も
言

及
。

　

こ
の
う
え
で
レ
ト
ロ
な
街
並
み

が
広
が
る
谷
根
千
（
谷
中
・
根
津

・
千
駄
木
）
や
、
作
家
・
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
ら
が
路
上
に
あ
る
無
意
味

で
不
思
議
な
建
築
物
を
見
つ
け
る

活
動
、
上
野
に
あ
る
下
町
風
俗
資

料
館
を
例
に
、
庶
民
の
日
常
が
生

み
出
す
活
力
あ
る
東
京
の
一
面
を

独
自
の
切
り
口
か
ら
解
説
し
た
。

サ
ン
ド
教
授
は
「
東
京
に
は
深
み

の
あ
る
歴
史
の
層
が
複
数
あ
り
、

今
で
も
そ
れ
を
発
見
で
き
る
楽
し

み
が
あ
る
」
と
魅
力
に
満
ち
た
都

市
、
東
京
を
改
め
て
評
価
し
、
講

座
を
締
め
く
く
っ
た
。

永年勤続者表彰に31人

　学校法人国学院大学では、創立記念日を迎
えるにあたり、11月１日に渋谷キャンパス
で勤続40・30・20年の節目を迎えた法人傘
下各校の教職員を表彰した。当日は佐栁正三
理事長から一人一人に表彰状が手渡された。
対象者は31人。
【 勤続40年】樋口晃、榮隆生、山路伸一
（以上国学院大学久我山高校）、佐藤勝、
宮村千春（以上国学院大学久我山中学校）
【 勤続30年】宮内靖彦、坂本一登、小原
薫、堀江紀子、堀内弘行、細島洋紀、飯塚
陽子、坂入裕一、古澤繁、石渡美帆（以上
大学）、平田久仁子、小形尚美（以上国学
院高校）、山本則之（国学院大学久我山高
校）、高橋知尚（国学院大学久我山中学校）
【 勤続20年】白井重範、根岸毅宏、遠藤
潤、結城孝治、原田佳昌、市原基樹、朝比
奈友（以上大学）、倉敷栄治、谷崎美穂、
田口敦士、柳町和洋（以上国学院高校）、
中村友子（国学院大学久我山中学校）
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人
間
開
発
学
部
が
地
域
交
流
２
イ
ベ
ン
ト

秋
空
の
下
、学
生
が
親
子
ら
と
交
流

月
空
の
下
で
学
生
が
舞
と
演
奏
を
披
露

第
13
回
観
月
祭

　

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
拠
点

を
置
く
人
間
開
発
学
部
が
、
日
ご
ろ
の

教
育
成
果
を
も
と
に
地
域
住
民
へ
向
け

た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
交
流
を
深
め

た
。

▪
共
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

10
月
29
日
に
は
、
第
14
回
共
育
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
地
域
の
親

子
連
れ
を
中
心
に
約
8
0
0
人
が
来
場

し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
へ
体
験
や
学
び
、
遊
び
の
機

会
を
提
供
し
、
学
生
も
学
部
で
の
学
び

を
実
践
す
る
も
の
。
今
回
は
、
工
作
体

験
や
理
科
実
験
、
コ
ン
サ
ー
ト
鑑
賞
な

ど
16
企
画
が
用
意
さ
れ
た
。

　

「
作
っ
て
あ
そ
ぼ
！
～
身
近
な
素
材

が
大
変
身
☆
～
」
で
は
、
紙
コ
ッ
プ
な

ど
身
近
な
材
料
を
使
い
、
子
ど
も
た
ち

が
、
け
ん
玉
な
ど
の
お
も
ち
ゃ
作
り
を

体
験
。
完
成
後
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ

様
子
に
、
学
生
た
ち
は
笑
顔
を
見
せ

た
。

　

「M
usic Caravan 

秋
の
コ
ン
サ
ー

ト
」
で
は
、
秋
に
ち
な
ん
だ
楽
曲
な
ど

を
中
心
に
演
奏
さ
れ
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
学
生
と
一
緒
に
歌
う
な
ど
一
体
と

な
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
。

　

他
の
企
画
も
一
日
を
通
し
て
に
ぎ
わ

い
を
み
せ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
子
ど
も
た

ち
の
歓
声
に
包
ま
れ
た
。

▪
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

10
月
15
日
に
は
、
第
８
回
地
域
交
流

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
、
子
ど
も
か
ら
シ
ニ
ア
層
ま
で
約

3
0
0
人
が
参
加
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
同
学
部
地
域
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
主
催
。
運
動
施
設

や
測
定
器
具
を
生
か
し
、
体
力
測
定
や

運
動
体
験
、
救
急
救
命
体
験
な
ど
９
企

画
が
用
意
さ
れ
た
。「
い
ろ
ん
な
動
き

を
試
し
て
み
よ
う
」
で
は
、
特
設
の
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
が
用
意
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
学
生
に
コ
ツ
を
教
わ
り

な
が
ら
ミ
ニ
鉄
棒
な
ど
に
挑
戦
。
小
学

１
年
生
の
男
児
は
「
お
兄
さ
ん
た
ち
と

一
緒
に
ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
し
て
楽
し
か

っ
た
」、
30
代
の
母
親
は
「
い
ろ
ん
な

企
画
が
あ
っ
て
、
一
日
楽
し
め
ま
し

た
」
と
感
想
を
語
っ
た
。

　

そ
の
他
の
企
画
で
も
、
学
生
が
日
ご

ろ
の
学
び
を
生
か
し
運
動
や
健
康
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
、
参
加
者
と
交
流

を
深
め
て
い
た
。

観光まちづくりカフェ
学生らが沿線開発のプロから
学ぶ

　第８回観光まちづくりカフェが10月11日、
たまプラーザキャンパスで開催され、約60
人が参加した。
　今回は「ＴＯＤ（公共交通主導型開発）に
よるサステナブルな田園都市」をテーマに㈱
東急総合研究所の太田雅文氏を招き開催。太
田氏は、鉄道会社による沿線開発の歴史や、
ＳＤＧｓ、脱炭素などの観点も交えて持続可
能な地域社会の在り方について語った＝写
真。質疑応答では、具体的な駅、地名などの
実例を題材に、沿線の歴史や都市開発の未来
について活発な意見交換が行われた。

留学へ向け
Go Global Weekを開催

　海外留学を希望する在学生へ向けた説明会
や個別相談を行うGo Global Weekが10月23
日から27日にかけ渋谷キャンパスで開催さ
れた＝写真。
　25、26日には、春期短期留学説明会や認
定留学説明会など複数の説明会を実施し、延
べ約40人の学生が参加した。説明会では、
国際交流課や留学支援団体の担当者が各留学
プログラムの概要説明や留学先の探し方、本
学の留学支援奨学金制度などを説明。学生は
熱心にメモを取りながら耳を傾けていた。
　国際交流課は「少しでも留学に興味を持つ
学生たちに、たくさんの可能性と選択肢を見
つけてほしい」としている。

フレンドシップファミリー
交流会が開催

　国学院大学で交換留学生として学ぶK－
STEP交換留学生とフレンドシップファミリ
ーらの交流会が11月11日、たまプラーザキ
ャンパスで開催され約30人が参加した。
　今回は、同キャンパスで養蜂活動に取り
組む本学サークル「万葉エコBeeプロジェク
ト」の学生らが協力。参加者は今年採取され
たハチミツの瓶詰め体験や特製のハチミツを
使ったパンケーキ作りを通して異文化交流を
図った。参加した交換留学生は「自分の知っ
ている調理方法ではなかったので難しかった
が、みんなと協力してうまく作ることができ
た」と笑顔で語った。

一
糸
乱
れ
ぬ
動
き
で
舞
う
学
生
た
ち

　

神
道
文
化
学
部
が
主
催
す
る
第
13

回
観
月
祭
が
10
月
28
日
、
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
観
月
祭

は
、
平
安
時
代
か
ら
続
く
十
五
夜
に

満
月
を
観
賞
す
る
「
中
秋
観
月
」
の

伝
統
に
由
来
す
る
行
事
。
同
学
部
の

学
生
ら
が
５
号
館
ピ
ロ
テ
ィ
の
特
設

舞
台
で
、
日
本
伝
統
の
管
絃
、
祭
祀

舞
、
御
神
楽
を
古
式
ゆ
か
し
く
披
露

し
、
教
職
員
や
学
生
の
家
族
、
一
般

の
観
客
ら
は
学
生
た
ち
の
演
奏
と
舞

に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
た
。

　

は
じ
め
に
学
生
が
舞
台
前
に
神
饌

を
捧
げ
祭
祀
を
行
っ
た
。
続
く
管
絃

で
は
合
奏
の
前
に
楽
器
の
音
律
を

調
え
る
た
め
に
奏
す
る
「
双そ

う

調じ
ょ
う

音ね

取と
り

」
や
唐
楽
の
「
武ぶ

徳と
く

楽ら
く

」「
酒し

ゅ

胡こ

子し

」「
胡こ

ん
じ
ゅ
の
は

飲
酒
破
」
が
披
露
さ
れ
、

竜り
ゅ
う

笛て
き

や
笙し

ょ
う

な
ど
の
音
色
に
よ
る
息

の
合
っ
た
演
奏
で
、
会
場
が
荘
厳
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　

祭
祀
舞
で
は
、
太
陽
や
自
然
の

恵
み
、
神
そ
の
も
の
に
感
謝
す
る

「
豊と

よ
さ
か
の
ま
い

栄
舞
」
と
、
世
の
中
の
平
和
と

平
穏
を
願
う
「
浦
安
の
舞
」
が
披
露

さ
れ
、
色
鮮
や
か
な
装
束
に
身
を
包

ん
だ
学
生
た
ち
が
一
糸
乱
れ
ぬ
舞
を

奉
じ
た
。

　

続
く
舞
楽
で
は
、
か
つ
て
朝
鮮
半

島
か
ら
伝
来
し
た
と
さ
れ
る
高
麗
楽

の
楽
曲
「
登と

う

殿て
ん

楽ら
く

」
と
、
唐
楽
の
楽

曲
で
祝
賀
の
際
に
舞
う
「
萬ま

ん

歳ざ
い

楽ら
く

」

を
厳
か
に
舞
い
、
約
2
時
間
の
演
目

は
終
了
。
こ
れ
ま
で
約
半
年
間
に
わ

た
り
稽
古
を
重
ね
て
き
た
学
生
た
ち

が
観
客
を
魅
了
し
て
い
た
。

　

舞
楽
を
奉
じ
た
学
生
は
、「
と
て

も
緊
張
し
た
が
途
中
か
ら
楽
し
ん
で

舞
う
こ
と
が
で
き
た
。
や
っ
て
よ
か

っ
た
」
と
話
し
、
参
加
し
た
学
生
の

家
族
は
「
日
常
生
活
で
見
せ
る
姿
と

は
違
っ
て
今
日
は
凛
々
し
く
感
じ

た
」
と
感
慨
深
げ
に
語
っ
た
。

息の合った演奏で、厳かな旋律を披露

さまざまな企画が行われていたアリーナ

「Music Caravan 秋のコンサート」の一幕
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少人数教育、フェロー、政治体験…
充実した多様な教育体系

主体性を喚起する教育を
法学部60周年 茢田真司学部長に聞く

大
変
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
60

周
年
を
迎
え
、
そ
の
伝
統
を
引
き

継
ぐ
と
い
う
こ
と
で
、
改
め
て
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

さ
て
、
本
学
部
は
今
後
も
単
に

法
律
や
政
治
の
知
識
を
習
得
す
る

だ
け
の
教
育
を
し
よ
う
と
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。
本
学
部
に
は
法

律
や
政
治
な
ど
多
く
の
科
目
の
講

義
が
用
意
さ
れ
、
法
律
の
条
文
を

は
じ
め
判
例
の
解
釈
、
内
外
の
政

治
や
政
策
、
そ
れ
に
関
す
る
歴
史

な
ど
と
、
法
学
・
政
治
学
の
知
識

を
存
分
に
学
べ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
事
な
の
は
個
々
の

科
目
の
中
身
を
習
得
す
る
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
例
え
ば
法
律
な
ら

そ
の
条
文
の
背
景
に
あ
る
考
え
方

や
成
り
立
ち
の
経
緯
な
ど
に
も
踏

み
込
ん
で
、
と
こ
と
ん
本
質
に
迫

る
こ
と
で
す
。
そ
の
思
考
の
修
練

を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
直
面
す
る

問
題
を
適
切
な
解
決
へ
と
導
く
こ

と
が
可
能
と
な
る
判
断
力
を
養
う

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
外
か

　

法
学
部
は
昭
和
38
（
１
９
６

３
）
年
に
開
設
さ
れ
て
以
降
、
学

生
に
法
律
や
政
治
の
専
門
的
知
識

を
教
授
し
、
社
会
の
構
成
員
と
し

て
主
体
的
に
活
動
で
き
る
人
材
の

育
成
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
の
60
年
に
及
ぶ
努
力

の
成
果
は
、
本
学
部
卒
業
生
の
各

界
で
の
大
い
な
る
活
躍
に
端
的
に

表
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
果

を
引
き
出
し
た
諸
先
達
の
教
育
・

研
究
で
の
努
力
に
大
き
な
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
社
会
で
活
躍

す
る
卒
業
生
・
院
友
の
皆
さ
ま
を

　

国
学
院
大
学
法
学
部
は
、
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
に
学
部
開
設

60
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
。
経
済
の
飛
躍
的
発
展
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
な
ど
、
こ
の
60
年
間
に
日
本
社
会
は
大
き
く
変
貌
し
た
。
そ

う
し
た
中
、
組
織
や
社
会
活
性
化
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
人
材
だ
と
指

摘
す
る
。
法
学
部
は
今
、
い
か
に
し
て
時
代
の
要
請
に
応
え
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
、
茢
田
真
司
法
学
部
長
（
教
授
）
に
聞
い
た
。

ら
多
様
な
価
値
観
が
流
入
す
る
中
、

価
値
観
の
違
い
が
引
き
起
こ
す
対
立

を
、
卓
越
し
た
判
断
力
で
ま
と
め
上

げ
る
能
力
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
り
ま
す
。
法
学
部
生
に
身
に
付
け

て
ほ
し
い
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
能
力

な
の
だ
と
強
調
し
た
い
。

　

こ
の
目
標
を
そ
れ
ぞ
れ
が
実
現
す

る
う
え
で
の
原
動
力
は
、
自
ら
の
意

思
や
判
断
で
行
動
し
よ
う
と
い
う
主

体
性
で
す
。
対
立
を
解
決
に
導
く
能

力
を
養
お
う
と
す
る
場
合
、
ま
ず
は

多
様
な
価
値
観
を
理
解
す
る
と
と
も

に
、
自
ら
進
ん
で
議
論
に
加
わ
り
、

対
立
す
る
意
見
の
着
地
点
を
探
る
な

ど
、
積
極
的
な
行
動
が
避
け
て
通
れ

な
い
か
ら
で
す
。

　

こ
の
た
め
本
学
部
で
は
約
15
年
間

に
わ
た
り
、
学
生
の
主
体
性
を
引
き

出
し
、
勉
学
に
限
ら
な
い
日
常
で
の

行
動
に
も
主
体
性
を
根
付
か
せ
よ
う

と
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
手
法
の
導
入
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
い
か
に
き
め
細
か
な
教
育
を

展
開
で
き
る
か
へ
の
挑
戦
で
も
あ
り

ま
し
た
。
基
軸
に
据
え
た
の
は
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心
に
し
て
、
学

生
の
授
業
へ
の
主
体
的
な
参
加
を
促

す
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で

す
。
各
大
学
が
最
近
、
こ
の
形
態
の

講
義
を
取
り
入
れ
る
傾
向
を
強
め
て

い
ま
す
が
、
本
学
部
は
早
く
か
ら
こ

の
方
針
を
明
確
に
打
ち
出
し
、
学
部

に
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
学
部
は
法
律
専
攻
、
法

律
専
門
職
専
攻
、
政
治
専
攻
と
専
攻

が
３
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
攻
の
特
質
を
踏
ま
え
て

各
専
攻
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
独
自
の

教
育
を
展
開
し
て
い
る
の
も
特
徴
で

す
。
例
え
ば
政
治
専
攻
で
は
、
現
代

政
治
を
理
解
す
る
に
は
歴
史
的
な
視

点
が
不
可
欠
と
捉
え
、
歴
史
の
側
面

か
ら
も
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。
さ
ら

に
現
場
重
視
の
姿
勢
を
貫
き
、
学
生

が
政
治
や
行
政
の
現
場
に
足
を
運
ぶ

機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

大
学
に
入
る
と
多
様
な
価
値
観
に

触
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
い
ろ
い
ろ
な
考

え
方
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

す
が
、
そ
の
価
値
観
に
優
劣
を
つ
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
講
義
や
演

習
で
は
価
値
観
の
違
い
が
引
き
起
こ

す
対
立
事
例
な
ど
に
つ
い
て
、
皆
で

解
決
策
を
探
し
て
み
る
な
ど
、
時
代

が
求
め
る
人
材
を
育
成
で
き
る
よ
う

に
引
き
続
き
教
育
の
改
善
に
力
を
注

い
で
い
く
つ
も
り
で
す
。 

（
談
）

　

本
学
部
の
第
一
の
特
徴
は
、
特
色
あ
る

教
育
手
法
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
数
多
く
採

用
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
一
つ
が
少

人
数
教
育
へ
の
取
り
組
み
で
す
。
法
律
専

攻
、
法
律
専
門
職
専
攻
、
政
治
専
攻
の
３

つ
の
専
攻
の
う
ち
法
律
専
門
職
専
攻
と
政

治
専
攻
は
入
学
定
員
を
約
50
人
に
し
、
教

員
と
学
生
と
の
対
話
を
重
視
し
た
濃
密
な

教
育
を
し
て
い
ま
す
。
目
標
に
向
け
て
学

生
同
士
が
励
ま
し
合
う
と
い
う
効
果
も
あ

っ
て
、
成
果
は
着
実
に
上
が
っ
て
い
ま

す
。
入
学
定
員
約
4
0
0
人
の
法
律
専

攻
も
１
年
次
に
「
公
法
入
門
」「
刑
事
法

入
門
」「
民
事
法
入
門
」
の
科
目
を
用
意

し
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
中

心
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に

よ
り
、
新
入
学
の
法
学
部
生
が
大
学
の
授

業
に
よ
り
興
味
が
持
て
る
よ
う
に
工
夫

し
、
ス
モ
ー
ル
・
ス
テ
ッ
プ
方
式
に
よ
り

着
実
に
法
律
の
知
識
が
身
に
付
く
よ
う
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ェ
ロ
ー
に
よ
る
学
び
の
サ
ポ
ー
ト
の

仕
組
み
も
あ
り
ま
す
。
大
学
院
生
ま
た
は

大
学
院
を
修
了
し
た
フ
ェ
ロ
ー
が
、
講
義

で
理
解
が
追
い
付
か
な
い
点
が
あ
っ
た

り
、
逆
に
学
び
を
も
っ
と
先
に
進
め
た
か

っ
た
り
す
る
学
部
生
に
対
し
て
指
導
す
る

制
度
で
す
。
授
業
で
の
行
き
詰
ま
り
を
解

消
し
、
意
欲
の
高
い
学
生
を
さ
ら
に
前
へ

　

「
人
づ
く
り
の
プ
ロ
」
育
成
を
目
指
す
国
学
院
大
学
人
間
開
発
学

部
に
あ
っ
て
、
人
の
資
質
が
形
成
さ
れ
る
乳
幼
児
期
の
保
育
・
教
育

を
担
う
人
材
を
世
に
送
り
出
し
続
け
て
い
る
子
ど
も
支
援
学
科
が
設

立
10
周
年
を
迎
え
た
。
学
科
代
表
の
吉
永
安
里
准
教
授
に
学
科
が
目

指
し
て
き
た
も
の
と
志
向
す
る
未
来
に
つ
い
て
聞
い
た
。

法学部の取り組み

と
後
押
し
す
る
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
政
治
専
攻
で
は
議
員
事
務
所
な

ど
で
政
治
活
動
を
実
体
験
で
き
る
政
治
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
設
け
て
い
ま
す
。
主

体
性
を
高
め
、
行
動
力
を
育
む
と
い
う
点

で
も
ユ
ニ
ー
ク
で
有
益
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。

　

こ
の
ほ
か
外
部
の
講
師
を
招
い
て
法
律

・
政
治
に
関
係
す
る
社
会
問
題
な
ど
を
論

じ
て
い
た
だ
く
法
学
会
講
演
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
＝
写
真
。ま
た
法
学
、政
治
学
を

テ
ー
マ
に
懸
賞
論
文
を
年
１
回
募
集
し
、

優
秀
論
文
を
表
彰
す
る
制
度
や
、フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
地
方
自
治
体
へ
の
政

策
提
言
を
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ

り
ま
す
。効
果
的
で
多
様
な
学
修
機
会
の

提
供
に
は
今
後
も
注
力
し
て
い
き
ま
す
。
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絵本と遊びを通じて
学びをコーディネート

学びに向かい常に成長を
子ども支援学科10周年 学科代表・吉永安里准教授に聞く

　

子
ど
も
支
援
学
科
で
は
、
入
学
直
後
の

１
年
次
か
ら
幼
稚
園
、
保
育
園
、
施
設
な

ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
実
習
と
い
っ
た

現
場
で
の
実
践
を
交
え
な
が
ら
保
育
・
幼

児
教
育
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。
中
で
も
学

科
代
表
の
吉
永
准
教
授
が
特
筆
す
る
の
は

自
身
の
専
門
分
野
で
も
あ
る
「
絵
本
」
を

活
用
し
た
指
導
で
す
。

　

１
年
前
期
の
「
導
入
基
礎
演
習
」
で

は
、
学
科
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
絵

本
カ
ー
ド
」
を
生
か
し
て
「
絵
本
ビ
ブ
リ

オ
バ
ト
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前
者

は
、
1
0
0
冊
の
絵
本
を
読
ん
で
書
誌
情

　

本
学
科
は
、
保
育
・
幼
児
教
育

の
担
い
手
育
成
の
た
め
に
設
立
さ

れ
た
国
学
院
大
学
幼
児
教
育
専
門

学
校
（
幼
専
）
を
発
展
的
に
解
消

さ
せ
る
形
で
平
成
25
（
２
０
１

３
）
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
背

景
に
は
、
少
子
化
や
社
会
の
多
様

化
な
ど
に
よ
っ
て
保
育
者
に
求
め

ら
れ
る
も
の
が
多
岐
に
わ
た
っ
て

き
た
と
い
う
事
情
が
あ
り
ま
す
。

本
学
科
で
は
、
座
学
と
並
行
し
て

現
場
で
の
実
習
を
積
み
重
ね
、
さ

ま
ざ
ま
な
状
況
へ
対
応
で
き
る
人

材
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の

点
で
も
、
修
業
年
限
２
年
だ
っ
た

幼
専
か
ら
４
年
制
に
生
ま
れ
変
わ

っ
た
こ
と
は
大
き
な
こ
と
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

「
人
づ
く
り
の
プ
ロ
」
育
成
を
目
指
す
国
学
院
大
学
人
間
開
発
学

部
に
あ
っ
て
、
人
の
資
質
が
形
成
さ
れ
る
乳
幼
児
期
の
保
育
・
教
育

を
担
う
人
材
を
世
に
送
り
出
し
続
け
て
い
る
子
ど
も
支
援
学
科
が
設

立
10
周
年
を
迎
え
た
。
学
科
代
表
の
吉
永
安
里
准
教
授
に
学
科
が
目

指
し
て
き
た
も
の
と
志
向
す
る
未
来
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　

「
子
ど
も
支
援
」
と
は
乳
幼
児

期
の
子
ど
も
た
ち
の
保
育
・
教
育

に
携
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど

も
を
取
り
巻
く
環
境
を
よ
り
良
い

も
の
と
す
る
こ
と
、
例
え
ば
子
育

て
に
悩
む
保
護
者
を
支
え
た
り
、

子
ど
も
を
守
る
た
め
に
関
係
各
所

と
密
接
な
関
係
を
構
築
し
た
り
す

る
こ
と
を
含
み
ま
す
。
で
す
か

ら
、
保
育
者
は
就
学
前
の
数
年
間

を
カ
バ
ー
す
る
だ
け
で
は
な
く
人

生
の
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
人
に

寄
り
添
い
続
け
る
必
要
が
あ
る
の

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
を
取

り
巻
く
地
域
と
の
繫
が
り
を
良
好

に
保
つ
こ
と
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
子
ど
も
た
ち
は
「
空

間
」「
時
間
」「
仲
間
」
の
「
３

間ま

」
を
失
っ
た
こ
と
で
育
ち
が
未

熟
に
な
り
が
ち
だ
と
指
摘
さ
れ
ま

す
。
ま
た
家
庭
の
子
育
て
機
能
の

低
下
も
顕
著
と
な
り
、「
児
童
虐

待
」
と
い
う
、
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
事
態
に
陥
る
こ
と
も
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

う
な
る
前
に
保
護
者
に
適
切
な
支

援
を
し
、
さ
ら
に
児
童
相
談
所
な

ど
と
連
携
し
て
子
ど
も
の
安
全
を

守
る
存
在
と
な
る
こ
と
も
保
育
者

に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
本

学
科
で
は
保
育
者
と
し
て
の
高
度
な

専
門
性
を
学
ん
で
も
ら
う
の
と
同
時

に
、
子
ど
も
で
あ
ろ
う
と
大
人
で
あ

ろ
う
と
誰
と
で
も
適
切
に
関
わ
る
こ

と
が
で
き
る
人
材
育
成
も
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

令
和
５
年
３
月
の
卒
業
生
実
績
で

は
、
難
し
い
と
さ
れ
る
公
立
幼
稚
園

・
保
育
所
へ
の
現
役
合
格
率
が
志
願

者
の
９
割
に
届
く
勢
い
で
し
た
。
ま

た
、
児
童
福
祉
施
設
や
保
育
・
幼
児

教
育
施
設
へ
の
就
職
は
６
割
を
超
え

て
い
ま
す
。
玩
具
メ
ー
カ
ー
や
出
版

社
、
金
融
機
関
、
中
に
は
年
金
機
構

と
い
っ
た
就
職
先
を
選
ん
だ
学
生
も

い
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
本
学
科
の

学
び
で
培
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
（
人
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

力
）
や
協
調
性
が
決
め
手
と
な
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
増
々

難
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
社
会
は

多
様
化
し
、
日
本
語
を
母
語
と
し
な

い
保
護
者
も
増
え
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
貧
困
も
大
き
な
問
題
で
す
。
日

本
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

れ
な
い
保
護
者
や
読
み
聞
か
せ
る
絵

本
の
一
冊
も
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い

保
護
者
…
多
様
な
保
護
者
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
保
育
者
の
処
遇
は
低

い
ま
ま
で
、
離
職
者
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
受
け
、
本
学

科
は
文
部
科
学
省
の
「
大
学
等
を
通

じ
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
よ
る
幼

児
教
育
の
『
職
』
の
魅
力
向
上
・
発

信
事
業
」
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
機

に
現
状
打
破
に
取
り
組
む
こ
と
に
し

ま
し
た
。
現
場
に
立
つ
院
友
に
は
保

育
者
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
も
ら

い
、
在
学
生
に
は
先
輩
方
が
働
く
姿

を
見
る
こ
と
で
保
育
職
の
魅
力
を
感

じ
取
っ
て
も
ら
え
る
場
を
設
け
ま
し

た
。
ま
た
、
将
来
の
保
育
者
と
な
る

可
能
性
の
あ
る
高
校
生
が
進
路
に
つ

い
て
前
向
き
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

学
科
教
員
が
高
校
へ
出
前
授
業
を
し

て
い
ま
す
。

　

保
育
者
を
志
向
す
る
学
生
に
限
ら

ず
、「
学
び
に
向
か
う
力
」
は
大
切

で
す
。
学
び
に
向
か
っ
て
ど
れ
だ
け

自
分
で
世
界
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
常
に
成
長
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
間
と
な
っ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
談
）

子ども支援学科の取り組み

報
、
あ
ら
す
じ
、
感
想
な
ど
を
イ
ラ
ス
ト

交
じ
り
で
カ
ー
ド
に
記
載
す
る
と
い
う
も

の
。
学
生
に
と
っ
て
は
〝
苦
行
〞
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
幼
児
教
育
の
強
力
な
ツ
ー

ル
と
な
る
絵
本
に
関
わ
る
最
新
情
報
を
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
ま
す
。

　

後
者
は
、
互
い
が
推
す
本
を
紹
介
し
あ

う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
の
絵
本

版
。
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で
勝
利
を
収
め
る

と
、
図
書
館
に
蔵
書
さ
れ
る
と
と
も
に
手

製
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
＝
写
真
＝
が
館
内
に
飾
ら
れ

る
と
い
う
栄
誉
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
手
作

り
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
は
図
書
館
職
員
か
ら
手
書
き

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
添
え
ら
れ
、
学
生
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
い
や
が
上
に
も
高

ま
り
ま
す
。
中
に
は
立
体
的
な
造
形
で

P
O
P
を
作
る
学
生
も
い
て
、
発
想
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

一
見
、「
遊
び
」
の
よ
う
で
す
が
、
そ

の
絵
本
の
魅
力
を
人
に
伝
え
る
た
め
に
自

分
を
見
つ
め
直
し
た
り
、
絵
本
を
分
析
す

る
学
び
に
つ
な
が
り
、
相
互
に
プ
レ
ゼ
ン

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
関
係
も
深
化
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
遊
び
と
は
楽
し

く
て
没
頭
で
き
る
も
の
。
子
ど
も
は
遊
ぶ

こ
と
で
気
付
か
ぬ
う
ち
に
資
質
を
伸
ば
し

ま
す
。
遊
び
こ
そ
学
び
と
い
え
ま
す
。
保

育
者
は
遊
び
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ

り
、
遊
び
を
通
じ
て
学
び
を
支
援
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。
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　渋谷キャンパス100年の歴史のなかで、その初期から残り
続けているものがある。１つは、正門脇の一角にある雪見灯
籠。これは創立当初から残る唯一のもので、飯田町校地にあ
った旧旗本の秋元隼人邸の庭に置かれていた。２つ目は、移
転７年後の昭和５年に建立された神殿。渋谷校地移転に尽力
した和田豊治理事の篤志により実現した。今後、創立140周
年記念事業の一環でたまプラーザキャンパスに移設される。
３つ目が、正門付近の巨木、ヒマラヤスギ。こちらは正確な
記録が残っていないものの、国学院の第１期卒業生が記念に
５本寄贈したと伝わり、２本が現存している。

　本学の施設には「若木」の字がよく使われている。これは　本学の施設には「若木」の字がよく使われている。これは
昭和３年から41年まで、校地周辺の地名として「若木町」昭和３年から41年まで、校地周辺の地名として「若木町」
があったことにちなむ。若木町は、現在の広尾高校・広尾中があったことにちなむ。若木町は、現在の広尾高校・広尾中
学校の場所に、街路樹の苗木を育成する「東京市種苗園」が学校の場所に、街路樹の苗木を育成する「東京市種苗園」が
あったことに由来している。あったことに由来している。
　同じく「常磐松」も用いられている。現在の学術メディア　同じく「常磐松」も用いられている。現在の学術メディア
センター棟周辺には、幕末まで薩摩藩島津家の江戸下屋敷がセンター棟周辺には、幕末まで薩摩藩島津家の江戸下屋敷が
あり、「常磐松」と呼称される樹齢400年を誇った松の巨木あり、「常磐松」と呼称される樹齢400年を誇った松の巨木
があったことに由来している。その樹名は、源義経の母であがあったことに由来している。その樹名は、源義経の母であ
る常盤御前が同地に住んだ際に植樹したからともいわれている常盤御前が同地に住んだ際に植樹したからともいわれてい
る。この松は、空襲で焼失したが、白根記念渋谷区郷土博物る。この松は、空襲で焼失したが、白根記念渋谷区郷土博物
館・文学館の向かいに、薩摩藩士が建てた「常盤松の碑」が館・文学館の向かいに、薩摩藩士が建てた「常盤松の碑」が
現存している。現存している。

　

国
学
院
大
学
の
母
体
・
皇
典
講

究
所
は
、
明
治
15
（
１
８
８
２
）

年
に
、
飯
田
町
（
現
・
千
代
田
区

飯
田
橋
）
で
創
立
さ
れ
た
。
23
年

に
同
所
内
に
教
育
機
関
「
国
学

院
」
が
誕
生
し
、
37
年
に
「
私
立

国
学
院
」、
39
年
に
「
私
立
国
学

院
大
学
」
と
改
称
し
、
歩
み
を
進

め
て
き
た
。

　

大
正
９
（
1
9
2
0
）
年
に

は
、
大
学
令
に
よ
り
認
可
を
受

け
、
本
学
は
、
慶
応
義
塾
、
早

稲
田
、
中
央
、
日
本
、
明
治
、
法

政
、
同
志
社
と
と
も
に
、
日
本
最

初
の
私
立
大
学
と
な
っ
た
。
大
学

昇
格
に
よ
る
学
生
数
の
増
加
と
図

書
館
建
設
の
必
要
性
か
ら
飯
田
町

校
舎
で
は
手
狭
と
な
り
、
周
辺
鉄

道
の
発
達
で
講
義
の
声
が
か
き
消

さ
れ
る
ほ
ど
の
騒
音
と
な
る
な

ど
、
研
究
教
育
に
適
し
た
環
境
が

求
め
ら
れ
た
。

　

校
地
移
転
の
検
討
は
、
10
年
ご

ろ
か
ら
本
格
化
。
新
宿
御
苑
の
一

部
や
目
白
台
の
学
習
院
隣
接
地
な

ど
が
候
補
と
し
て
挙
が
っ
た
。
最

終
的
に
は
渋
谷
氷
川
裏
の
御
料
地

2
7
0
0
坪
の
払
い
下
げ
が
認
め

ら
れ
、
飯
田
町
を
離
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
渋
谷
校
舎
は
、
12
年
５

月
に
竣
功
。
当
時
は
ま
だ
珍
し
か

っ
た
先
進
的
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
の
３
階
建
て
だ
っ
た
。

創
立
の
地
・
飯
田
町
か
ら
渋
谷
へ

　

渋
谷
校
地
で
の
授
業
は
、
６
月

１
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
が
、
９
月

１
日
に
関
東
大
震
災
が
発
生
す

る
。
火
災
は
免
れ
る
も
、
校
舎
西

側
の
２
、
３
階
が
破
壊
さ
れ
、
天

井
や
床
、
支
柱
に
は
亀
裂
が
生
じ

る
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

復
旧
工
事
は
13
年
に
完
了
し
、
11

月
25
日
に
は
、
皇
典
講
究
所
の
第

４
代
総
裁
・
久
邇
宮
邦
彦
王
の
総

裁
奉
戴
式
と
新
校
舎
復
旧
竣
功
式

が
挙
行
さ
れ
た
。

　

両
式
典
に
臨
み
、
校
歌
と
校
旗

が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、「
渋

谷
移
転
の
記
念
と
な
る
も
の
を
」

と
い
う
学
生
た
ち
の
熱
意
に
よ
っ

て
実
現
し
た
。
校
歌
の
作
詞
は
、

学
生
た
ち
か
ら
懇
願
を
受
け
た
当

時
の
芳
賀
矢
一
学
長
、
作
曲
は
、

本
居
宣
長
の
子
孫
で
童
謡
「
赤
い

靴
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
本
居
長
世

が
行
っ
た
。
校
旗
は
、
学
生
有
志

た
ち
の
拠
金
に
よ
っ
て
し
つ
ら
え

ら
れ
、
赤
紫
に
染
め
た
生
地
の
中

央
に
金
糸
で
「
國
學
」
の
２
文
字

を
刺
繍
し
、
四
囲
に
金
の
モ
ー
ル

が
施
さ
れ
た
。

　

震
災
以
降
、
昭
和
初
期
に
か

け
学
生
数
は
増
加
し
、
昭
和
２

（
1
9
2
7
）
年
に
は
図
書
館
の

新
築
、
３
年
に
は
校
舎
の
増
築
、

５
年
に
は
神
殿
鎮
座
な
ど
皇
典
講

究
所
と
本
学
は
順
調
に
発
展
し
て

い
っ
た
。

　

し
か
し
、
時
代
は
日
中
戦
争
、

太
平
洋
戦
争
へ
と
突
入
す
る
。
戦

局
の
悪
化
に
伴
い
、
学
生
は
軍
需

工
場
な
ど
で
の
勤
労
奉
仕
、
教
職

員
は
徴
兵
と
、
講
義
は
満
足
に
行

え
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
だ
が
、

学
生
と
教
授
た
ち
は
、
勤
労
奉
仕

前
後
の
わ
ず
か
な
時
間
で
講
義
、

学
修
に
臨
む
な
ど
、
学
問
の
道
へ

の
希
望
は
捨
て
な
か
っ
た
。

　

18
年
10
月
か
ら
は
学
徒
動
員
が

始
ま
り
、
第
１
回
の
学
徒
出
陣
に

際
し
て
は
、
本
学
で
も
大
講
堂
で

壮
行
会
が
開
催
さ
れ
た
。
20
年
５

月
25
日
に
は
、
渋
谷
一
帯
が
空
襲

に
遭
い
、
周
辺
の
諸
学
校
が
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
。
本
学
に
も
爆

弾
、
焼
夷
弾
が
多
数
降
り
注
ぎ
、

校
舎
を
一
部
焼
失
、
弓
道
場
も
倒

壊
し
た
が
、
学
生
、
教
職
員
と
近

隣
住
民
の
尽
力
に
よ
り
、
被
害
の

拡
大
は
防
が
れ
た
。
空
襲
後
、
周

辺
一
帯
が
焦
土
と
化
し
た
中
、
渋

谷
の
岡
に
本
学
は
孤
影
悄しょう然
、

そ
の
姿
を
保
っ
て
い
た
と
い
う
。

震
災
と
戦
災 

２
度
の
災
禍

　

戦
後
、
10
月
か
ら
授
業
が
再
開

さ
れ
、
学
生
は
再
び
渋
谷
の
岡
に

集
う
。
21
年
４
月
に
は
、
諸
大
学

に
先
ん
じ
て
女
子
へ
学
部
の
門
戸

を
開
放
し
、
男
女
共
学
制
を
採

る
。
女
子
教
養
科
も
新
た
に
設

け
、
復
員
し
た
軍
服
姿
の
男
子
の

中
に
、
女
子
学
生
の
姿
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
日
々
の
糧
の
た
め
労
働

せ
ざ
る
を
得
な
い
若
者
の
た
め
、

学
部
第
二
部
（
夜
間
部
）
を
開
設

し
た
ほ
か
、
戦
災
で
下
宿
先
の
確

保
が
困
難
と
な
っ
た
地
方
出
身
学

生
に
向
け
、
振
武
館
（
剣
道
場
・

柔
道
場
）
を
学
生
寮
と
し
て
開
放

し
た
。
敗
戦
の
混
乱
期
に
あ
っ
て

も
向
学
心
を
持
つ
若
者
た
ち
へ
進

学
の
道
を
拓
く
こ
と
に
当
時
の
経

営
陣
、
教
職
員
は
心
を
砕
い
た
。

　

教
育
組
織
は
、
戦
後
か
ら
現
在

ま
で
拡
充
を
続
け
て
い
る
。
昭
和

23
年
に
新
制
大
学
に
対
応
し
た
文

学
部
第
一
部
、
24
年
に
政
治
学
部

（
25
年
政
経
学
部
に
改
組
、
現
・

経
済
学
部
、
法
学
部
）、
28
年
に

大
学
院
、
38
年
に
は
法
学
部
第
一

部
を
開
設
。
さ
ら
に
、
平
成
14
年

に
は
神
道
文
化
学
部
も
開
設
さ
れ

た
。
現
在
で
は
４
学
部
９
学
科
・

大
学
院
・
専
攻
科
・
別
科
の
約

8
7
0
0
人
が
渋
谷
の
岡
で
学
ん

で
い
る
。
研
究
組
織
で
は
、
昭
和

30
年
に
日
本
文
化
に
関
す
る
研
究

を
深
め
、
諸
外
国
と
比
較
し
て
そ

の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
に
日
本
文
化
研
究
所
を
設

立
。
平
成
19
年
に
は
研
究
開
発
推

進
機
構
が
発
足
し
、
現
在
で
は
日

本
文
化
研
究
所
を
含
む
５
機
関
が

「
国
学
」
に
よ
る
共
同
研
究
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

施
設
面
で
は
、
創
立
80
、
90
周

年
事
業
と
し
て
、
移
転
以
来
の
校

舎
を
一
新
し
、
２
代
目
校
舎
と
な

っ
た
。
現
在
の
校
舎
は
３
代
目

で
、
創
立
1
2
0
周
年
を
契
機
に

14
年
か
ら
再
開
発
に
着
手
し
、
25

年
か
ら
は
第
２
次
再
開
発
が
行
わ

れ
た
。
３
代
目
校
舎
で
は
、
昭
和

３
年
に
開
設
さ
れ
た
考
古
学
陳
列

室
と
38
年
に
開
設
さ
れ
た
神
道
学

資
料
室
に
淵
源
を
持
つ
博
物
館
が

開
館
す
る
な
ど
、
広
く
社
会
に
研

究
成
果
を
発
信
す
る
施
設
も
充
実

し
、
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
る
。

「
渋
谷
の
岡
」の
再
興

　

諸
施
設
の
中
で
も
、
と
り
わ
け

図
書
館
は
研
究
、
学
修
を
支
え
る

重
要
な
存
在
だ
。
皇
典
講
究
所
の

創
設
時
に
は
、
神
道
事
務
局
か
ら

蔵
書
を
譲
り
う
け
図
書
室
が
設
け

ら
れ
た
が
、
明
治
35
年
の
校
舎
火

災
で
多
く
の
蔵
書
を
失
う
被
害
を

生
じ
、
渋
谷
移
転
後
は
関
東
大
震

災
に
よ
っ
て
図
書
館
の
建
築
が
遅

れ
る
な
ど
、
飯
田
町
時
代
か
ら
蔵

書
の
拡
充
は
苦
労
の
連
続
だ
っ

た
。

　

念
願
だ
っ
た
図
書
館
は
昭
和
２

年
５
月
に
完
成
、
開
館
を
迎
え

る
。
実
現
に
は
、
本
学
の
建
学
の

精
神
に
賛
同
し
た
当
時
の
東
武
鉄

道
社
長
の
根
津
嘉
一
郎
氏
が
申
し

出
た
図
書
館
建
築
の
た
め
の
寄
付

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
本
学

は
完
成
し
た
図
書
館
棟
の
名
称
を

「
根
津
記
念
館
」
と
定
め
、
氏
の

篤
志
を
た
た
え
た
。

　

35
年
11
月
に
は
、
学
生
数
の
増

加
を
受
け
、
新
図
書
館
を
建
設
。

近
代
化
さ
れ
、
当
時
東
洋
一
の
規

模
と
謳
わ
れ
た
新
図
書
館
の
誕
生

は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
（
米

国
）
に
よ
る
援
助
が
大
き
か
っ

た
。
日
本
の
将
来
に
お
け
る
本
学

の
使
命
を
感
じ
た
、
同
財
団
の
人

文
科
学
部
長
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
バ
ー

ト
ン
・
フ
ァ
ー
ズ
博
士
に
よ
る
斡

旋
と
の
こ
と
で
、
博
士
は
日
本
文

化
研
究
所
の
設
置
に
あ
た
っ
て
も

援
助
を
図
る
な
ど
、
本
学
の
発
展

に
大
き
く
寄
与
し
た
。

　

現
在
の
図
書
館
は
３
代
目
で
、

令
和
４
年
度
末
で
の
蔵
書
数
は

1
6
0
万
冊
を
超
え
、
特
に
古
典

籍
で
は
世
界
的
に
見
て
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
を
誇
り
、「
本
で
で
き
た

大
学
」
と
い
わ
れ
る
に
至
っ
て
い

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
そ
の
時
々

の
教
授
陣
や
院
友
、
篤
志
家
、
神

社
界
に
加
え
て
海
外
か
ら
の
寄
贈

や
援
助
の
善
意
が
あ
っ
た
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

「
本
の
無
い
大
学
」か
ら「
本
で
で
き
た
大
学
」へ

渋谷の岡に大学立てり
大正期の初代渋谷校舎

２代目渋谷校舎正門。左右にヒマラヤスギが見える

現在の３代目渋谷校舎正門

若木と常磐松の由来

渋谷校地初期から残るもの

キ ャン パ ス トリビ ア

渋谷
キャンパス 100周年

（監修・協力：研究開発推進機構 准教授 渡邉卓）
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父
母
ら
が
学
修
環
境
に
触
れ
る

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

令和６年度 学費一覧 令和６年度学費は次の通りです。

学部 （単位：円）
区　分 入学年度 入学金 授業料 施設設備費 維持運営費 合　計

文 学 部

令和６年度
240,000 760,000 210,000 10,000 1,220,000 経 済 学 部

法 学 部
神 道 文 化 学 部
人 間 開 発 学 部 240,000 800,000 250,000 10,000 1,300,000 観 光 ま ち づ く り 学 部
文 学 部

令和２～５年度 ―― 760,000 210,000 10,000 980,000 経 済 学 部
法 学 部
神 道 文 化 学 部
人 間 開 発 学 部 令和２～５年度 ―― 800,000 250,000 10,000 1,060,000 観 光 ま ち づ く り 学 部 令和４～５年度
文 学 部

令和元年度以前 ―― 700,000 201,000 10,000 911,000 
経 済 学 部
法 学 部
神 道 文 化 学 部
人 間 開 発 学 部
備考  再入学者の入学金については半額とする

別科 （単位：円）
入学年度 入学金 授業料 施設設備費 維持運営費 実習料（入学年度のみ） 合　計

令 和 ６ 年 度 145,000 420,000 81,000 10,000 6,000 662,000 
令和５年度以前 ―― 420,000 81,000 10,000 ―― 511,000 

専攻科 （単位：円）
出　身　別 入学年度 入学金 授業料 施設設備費 維持運営費 合　計

本 　 学 　 卒 令和６年度 120,000 760,000 105,000 10,000 995,000 
他　大　学　卒 240,000 760,000 210,000 10,000 1,220,000 
本 　 学 　 卒 令和５年度以前 ―― 760,000 105,000 10,000 875,000 
他　大　学　卒 ―― 760,000 210,000 10,000 980,000 

備考  本学出身者の入学金および施設設備費は半額とする

大学院 （単位：円）
区分 出身別 入学年度 入学金 授業料 施設設備費 維持運営費 合　計
前
期
課
程

本 　 学 　 卒 令 和 ６ 年 度 100,000 505,000 100,000 10,000 715,000 
令和５年度以前 ―― 505,000 100,000 10,000 615,000 

他 　 大 　 学 　 卒 令 和 ６ 年 度 200,000 505,000 200,000 10,000 915,000 
令和５年度以前 ―― 505,000 200,000 10,000 715,000 

後
期
課
程

本 　 学 　 卒 全 入 学 年 度 ―― 505,000 ―― 10,000 515,000 

学部本卒前期他卒 令 和 ６ 年 度 100,000 505,000 100,000 10,000 715,000 
令和５年度以前 ―― 505,000 100,000 10,000 615,000 

他 　 大 　 学 　 卒 令 和 ６ 年 度 200,000 505,000 200,000 10,000 915,000 
令和５年度以前 ―― 505,000 200,000 10,000 715,000 

備考  １．授業料、施設設備費、維持運営費は在学中毎年度納入するものとする
　　　　２．本学出身者の入学金および施設設備費については次の通りとする
　　　　　　イ．前期課程＝半額
　　　　　　ロ．後期課程＝本学前期課程修了者は徴収しない。本学学部出身者で、他大学前期課程修了者は半額

　

在
学
生
保
証
人
（
父
母
ら
）
の

会
で
あ
る
国
学
院
大
学
若
木
育
成

会
の
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
が
10
月

21
日
、
渋
谷
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
両

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
合
計

約
1
7
0
0
人
が
参
加
し
た
。

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
同
会

の
森
伸
一
会
長
が
「
大
学
で
の
一

日
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」、
針
本

正
行
学
長
が
「
模
擬
授
業
な
ど
で

学
び
の
一
端
に
触
れ
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
文
・
経
済
・
法
・

神
道
文
化
学
部
の
模
擬
授
業
は
い

ず
れ
も
満
席
と
な
り
、
父
母
ら
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
在
学

生
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
も

行
わ
れ
、「
学
食
は
ど
こ
が
お
す

す
め
？
」
な
ど
と
在
学
生
と
参
加

者
が
会
話
を
交
え
な
が
ら
主
要
な

施
設
を
巡
っ
た
ほ
か
、
図
書
館
、

博
物
館
に
も
多
く
の
父
母
ら
が
見

学
に
訪
れ
て
い
た
。

　

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
約
3
６
0
人
が
参
加
。
有
賀
洋

・
同
会
副
会
長
が
「
学
生
が
学
ぶ

環
境
を
体
感
し
て
ほ
し
い
」、
太

田
直
之
キ
ャ
ン
パ
ス
長
（
人
間
開

発
学
部
長
、
教
授
）
が
「
学
部
の

特
性
に
応
じ
た
施
設
な
ど
の
取
り

組
み
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
渋
谷
同
様
、
模
擬
授
業
や

学
部
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
は
多
く
の
父

母
ら
が
参
加
し
熱
心
に
聴
講
し
た

ほ
か
、
各
学
部
の
特
徴
的
な
教
室

な
ど
の
見
学
が
行
わ
れ
た
。

　

両
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
昼
食
時
に

は
学
食
も
大
に
ぎ
わ
い
と
な
っ
た

ほ
か
、
在
学
生
と
合
流
し
て
親
子

で
過
ご
す
父
母
ら
も
お
り
、
参
加

者
は
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
時
間
を
楽

し
ん
で
い
た
。

学
生
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー﹇
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
﹈

夏
秋
英
房
・
人
間
開
発
学
部
教
授
に

よ
る
模
擬
授
業﹇
た
ま
プ
ラ
ー
ザ

キ
ャ
ン
パ
ス
﹈
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人
育
て
の
国
学
院�

～「
修
理
固
成
」の
誇
り
を
～

　

今
月
１
日
、
第
1
4
1
回

創
立
記
念
祭
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。「
大
学
で
、
と
り

わ
け
国
学
院
大
学
で
学
ぶ
と

は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
」。

今
回
も
、
本
学
関
係
者
に
と

っ
て
基
本
で
あ
る
、
こ
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
史
で
言
え
ば
、
国
学

院
大
学
は
戦
前
、
早
稲
田
大

学
、
慶
応
義
塾
大
学
と
並
ん

で
、「
私
立
文
系
３
大
学
」

の
一
つ
で
し
た
。

　

大
学
は
、
そ
も
そ
も
現
代

の
よ
う
に
受
験
競
争
で
選
抜

さ
れ
る
機
関
で
は
な
く
、
社

会
教
育
機
関
で
し
た
。
つ
ま

り
、
学
び
た
い
者
が
居
て
、

学
校
教
育
の
よ
う
な
公
的
教

員
資
格
は
無
い
が
学
び
取
ら

せ
た
い
研
究
内
容
を
保
持
す

る
教
員
が
居
れ
ば
成
立
す

る
、
教
育
機
関
で
し
た
。

　

す
な
わ
ち
「
学
歴
」
は
本

来
通
り
、
学4

校
歴4

で
は
な

く
、
学4

習
歴4

で
し
た
。

　

で
は
、
本
学
の
「
私
立
文

系
３
大
学
」
の
根
拠
を
ど
こ

に
求
め
る
か
。
そ
れ
は
、

『
古
事
記
』
の
「
修
理
固

成
」
に
基
づ
く
「
学
習
歴
」

の
優
秀
性
に
あ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
学
び
の

意
欲
を
喚
起
す
る
「
修
理
固

成
」
の
「
人
育
て
の
国
学

院
」
で
す
。
具
体
的
に
は

「
教
職
の
国
学
院
」
と
し

て
、
社
会
的
に
表
象
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
は
、
我
が
国
の
「
学

校
」
の
起
源
を
考
察
す
る
上

で
、
間
接
的
に
で
も
国
学
院

大
学
と
の
関
係
性
を
無
視
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
は
、
我
が
国
の
「
学

校
」
は
、
明
治
５
年
教
部
省

の
下
に
置
か
れ
た
教
導
職
制

に
依
る
神
社
学
校
（
神
仏
習

合
の
寺
院
も
）
を
起
源
と
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
寺
子
屋

は
、
幕
末
期
に
は
数
百
人
規

模
の
も
の
も
あ
り
、
場
所
と

し
て
使
用
さ
れ
た
の
で
す
。

地
方
で
は
今
で
も
、
神
社
の

横
に
由
緒
あ
る
伝
統
校
が
存

在
す
る
の
は
そ
の
故
で
す
。

　

な
ぜ
、
神
社
か
と
言
え

ば
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
に

か
け
て
、
神
社
は
、
公
民
の

社
会
生
活
・
文
化
面
で
の
社

会
的
啓
発
活
動
の
場
だ
っ
た

か
ら
で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
欧
米
は
、

そ
の
起
源
が
「
読
み
書
き

算
」
を
教
え
る
塾
型
の
巡
業

（
サ
ー
カ
ス
）
で
し
た
。
近

世
に
入
り
各
地
に
都
市
が
生

ま
れ
、
巡
業
す
る
必
要
が
な

く
な
り
、「
学
校
」
と
し
て

定
着
し
た
の
で
す
。

　

従
っ
て
、
我
が
国
で
は
、

教
育
権
は
「
国
権
」（
故
に

教
科
書
無
償
配
布
な
ど
）、

欧
米
は
「
親
権
」（
故
に「
不

登
校
」
等
の
概
念
無
し
）。

我
が
国
は
、
神
職
の
延
長
故

に
教
師
は
「
聖
職
」、
欧
米

は
サ
ー
カ
ス
な
の
で
校
長
は

「
ス
ク
ー
ル
＝
マ
ス
タ
ー

（
団
長
）
」（
サ
ー
カ
ス
と

同
様
、
校
長
は
人
事
権
も
教

育
内
容
決
定
権
も
保
持
）。

我
が
国
は
、
欧
米
の
よ
う
な

「
読
み
書
き
算
」
の
技
能
の

習
得
だ
け
で
な
く
、
そ
の
範

疇
は
広
く
、
生
徒
指
導
や
特

別
活
動
、
道
徳
教
育
（
心
の

耕
し
）
な
ど
「
人
づ
く
り
」

ま
で
含
み
ま
す
。

　

一
口
に
「
学
校
」
と
言
っ

て
も
、
そ
の
起
源
を
異
に
す

れ
ば
本
質
を
異
に
し
ま
す
。

確
か
に
、
我
が
国
の
学
校
教

育
も
欧
米
化
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
本
質
に
係
わ
る
面
で

は
、
本
学
の
教
育
理
念
は
関

わ
っ
て
い
た
と
言
え
ま
す
。

　

「
明
治
天
皇
御
製
」
で
も

怠
学
を
戒
め
て
い
ま
す
。

「
も
の
ま
な
ぶ
道
に
た
つ
子

よ
怠
り
に　

ま
さ
れ
る
あ
だ

は
な
し
と
知
ら
な
ん
」

第19回

名誉教授名誉教授    新富 康央新富 康央
しんとみ・やすひさ
学校法人国学院大学特別参事。
人間開発学部初代学部長、専門
は教育社会学、人間発達学。新し
い時代の子育て論には定評。

令和６年度 一般選抜入学試験のご案内 合合

内�来年度の一般入試を下表の日程で実施します。入学
制度のＶ方式とA日程同時出願や、学
部内併願をした場合、２回目以降の受
験料を割引する応援割も用意。詳細は
本学ＨＰ（二次元コード）で確認して
ください。
※�本学の一般入試は受験ポータルサイト「U

ウ カ ロ

CARO」
上でのインターネット出願となります
問入学課（☎03・5466・0141）

トインフォダイジェス 内内容　日日にち　時時間　場場所　対対象　定定員　料料金　申申し込み　問問い合わせ
… 在学生　 … 保証人　 … 卒業生　 … 一般　 合合 … 受験生

大学からのお知らせ 卒業式、卒業証書・学位記並びに
修了証書授与式について
日令和６年３月20日（水・祝）
［卒業式］
場グランドプリンスホテル新高輪　宴会場「飛天」
対・時
　▶経済学部・法学部・人間開発学部＝10時～
　▶文学部・神道文化学部・専攻科・別科＝14時～
［卒業証書・学位記、修了証書などの授与］
対・時・場
　▶経済学部・法学部＝13時30分～、渋谷キャンパス
　▶人間開発学部＝14時～、たまプラーザキャンパス

　▶�文・神道文化学部・専攻科・別科＝17時～、渋
谷キャンパス

※参列は学生・家族等（２人まで）となります。
問総務課（☎03・5466・0111）

法学会懸賞論文募集
内�国学院法学会では学生懸賞論文を募集します。論文
テーマは法律学、政治学に関するもので、応募条件
は、①「日本語」で書かれたもの②応募は１人１編
（共同執筆も可）③未発表のもの（ゼミ論で作成し
た論文も応募可※政治専攻のスタディ・ペーパー
を除く）などです。応募期限は令和６年１月22日
㈪午後３時までです。詳細は大学ＨＰ
（二次元コード）や募集要項で確認を。�
対本学法学部生
問法学会懸賞論文窓口
　（め law-kensyo@kokugakuin.ac.jp）

　近くて遠い？　遠くて近い？　そんな親の気持ちや子どもの気持ちを一緒に考えませんか？　新富名誉教授による子育てエッセーを隔月でお届けしています。読者の
感想や新富名誉教授への質問をお待ちしています。

令和６年度　一般選抜入学試験日程
入試制度 試験日 出願期間（消印有効） 合格発表

V方式（大学入学共通テスト利用入試） １月13日㈯～14日㈰
本学個別試験なし １月４日㈭～12日㈮

２月13日㈫
A日程（全学部統一）

３教科型 ２月２日㈮

１月４日㈭～22日㈪得意科目重視型 ２月３日㈯

学部学科特色型 ２月４日㈰

B日程（後期） ３月２日㈯ １月４日㈭～２月22日㈭ ３月11日㈪

※試験科目などの詳細については本学HPで確認してください

令和５年度国際研究フォーラム
「見られることで何が変わるのか
　―ツーリズムと宗教文化」

内�宗教とツーリズムは、グローバル化とあいまって、
より一層相互に密接に関わるようになり、宗教文化
を資源としてツーリズムを振興しようとする試み
は、もはや珍しいものではなくなりました。このフ
ォーラムでは、さまざまな現場で調査・研究を行っ
ている研究者と、宗教とツーリズムの多様な交錯の
あり方について考えていきます。申し込みは本学Ｈ
Ｐ（二次元コード）から。
日・時12月17日㈰13時30分～17時30分
料無料
申12月10日まで
問研究開発推進機構事務課
　（☎03・5466・0104）

イベント

キャリアサポート
※�詳細確認・申し込みはK-SMAPYⅡから行ってください

　４年生を対象に就職活動で内定・合格もしく
は、最終選考まで進んだ企業（団体）の「就活
体験記」、書類選考を通過した企業（団体）へ実
際に提出した「エントリーシート（ＥＳ）・履歴
書」の提供をお願いしています。提出いただい
た「就活体験記」「ＥＳ・履歴書」は個人情報を
削除し窓口で公開（「就活体験記」は本学学生の
みが閲覧可能なキャリアサポートサイトでも公
開）。４年生の皆さんの経験は、後輩にとって大
変貴重な資料ですので、ぜひご協力をお願いいた
します。提出手順は大学ＨＰ（二次元コード）で
ご確認ください。
　ご提出いただいた方には、累計提出件数に応じ
非売品の「大学オリジナルフリクションペンもし
くは多色ペン」を差し上げます。下級生の皆さん
は、先輩たちの体験談を参考にして
みてはいかがでしょうか。
問�キャリアサポート課
　（☎03・5466・0151）

「就活体験記」「ＥＳ」の提出に協力を

博物館
料無料
時�10時～18時（最終入館17時30分）。休館日
はＨＰ（二次元コード）でご確認ください
問☎03・5466・0359

内�16世紀、マラッカ王国を支配したポルトガル
はこの地を拠点として、未知の極東の海への航
海を行いました。本展では、本学図書館が所蔵
する当時のポルトガル人とレキオス－琉球人－
との貿易の影響で、順次改定されていったポル
トガル製地図をはじめとする欧州製地図レプリ
カの展示を通じて、描かれた極東像と琉球・日
本認識の変遷をたどります。
日11月25日㈯～令和６年２月12日（月・休）
場博物館企画展示室

企画展「マラッカを越えて極東アジアへ
―ポルトガル地図学の16世紀」
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　たまプラーザキャンパスを会場として人間
開発学部が毎年10月に主催する地域の親子向
けイベント「共育フェスティバル」。今年は約
800人の親子連れが参加し、工作や理科実験、
コンサートなどを楽しみ、子どもたちの笑顔が
キャンパスにあふれた＝３面に関連記事。企画
の立案や準備、当日の運営は学生たちが担う。
初等教育学科、健康体育学科、子ども支援学科
からそれぞれ代表が選ばれ、協力して学生たち
のまとめ役を担う。
　今年、中心的な役割を担ったのが坂元力

りき

さ
ん（子支３）だ。代表として臨むにあたり、
「みんなで一緒に作り上げる文化祭のようにし
たい」と心がけた。６月から始まった会議や準
備には、意識して明るく、楽しく臨める雰囲気
となるように取り組んだ。理由を聞くと「去年
は、どこか学生たちに“仕事感”があったんで
す。良いフェスティバルにするには、まず自分
たちが楽しく臨まないと」と語る。背景には、
学科での学びや経験がある。授業で子どもの目
線や思いを大切にすることを学び、実習では子
どもたちと触れ合う機会も多い。「学生が楽し
くなかったら、企画にも影響が出てしまう。子
どもたちに楽しんでもらうにはと考えた結果で
す」と教えてくれた。
　会場は、階段の段差を利用した装飾など例年
以上に華やかだった。全体の装飾は、坂元さん
たち運営側を担当した学生の力作。「みんなは

それぞれの企画を充実させるために頑張っている。
自分たちは、子どもたちがキャンパスに着いた時か
ら喜んで、企画教室に向かう途中でも楽しんでもら
えるようにしたかった」と演出に腐心した。
　苦労した点を尋ねると、意外な答えが返ってき
た。「実は苦労したと思う点は無いんです。むしろ
一人一人が積極的に動いてくれて、助けてもらっ
た。“自分たちも楽しく”が、うまく歯車としてか
み合ったのかな」と坂元さん。開催前日には、他の
代表学生と協力して、準備の様子などを収めた動画
を編集し、関わる学生にＳＮＳで流した。「当日だ
けではなく、他学科との交流や準備の時間も含めて
楽しいと知ってほしかった」と代表としてこだわっ
た点を最後まで大切にした。

　フェスティバルを振り返り、「子どもたちの遊ぶ場
所や地域の交流が減ったりといったことが言われる
中で、重要なイベントだと改めて思った」と坂元さ
ん。また、子どもたちが楽しむだけでなく、学生も成
長できる機会でもあるという。「もともと、人と話す
のは少し苦手でした。でも、フェスティバルの準備な
どで多くの人とのつながりを持てた。コミュニケー
ションは、人生の大切なものの一つと実感できまし
た」と自身で得た成長の実感を話してくれた。
　将来は、子どもに関わる仕事に就きたいという坂
元さん。「来年は就職活動があり、フェスティバル
に関わるのは今年が最後。少し寂しいけれど、この
経験を将来に生かしたいです」と穏やかな表情で語
ってくれた。

“自分たちも楽しく”をモットーに“自分たちも楽しく”をモットーに
共育フェスティバル学生代表
坂元力さん（子支３）

　国学院大学の学園祭・第141回若木祭が、渋谷
キャンパスで開催された。11月４日から６日ま
では本祭、６日午後３時からは後夜祭が行われ
た。実行委員会主催の文化企画では、昨年注目を
集めた映画「ラーゲリより愛を込めて」の上映と
監督の瀬々敬久氏の講演が行われた。
　期間中、120周年記念２号館・３号館前のキャ
ンパスモール下には、４年ぶりに部会やサークル
が模擬店を出店し、各団体が趣向を凝らした品々
を提供。校舎内では、文化・学術系団体の展示や
発表会、講演会が行われた。また、３号館前のキ
ャンパスモール下や５号館ピロティでは、全学応
援団、体育系部会の演武や吹奏楽部の演奏、ダン
スサークルによるパフォーマンスなどが随時披露
された。来場者は足を止め、学生たちの活気あふ
れる発表に声援・拍手を送っていた。５日には、
話題のシンガー・ソングライター、舟津真翔氏に
よるライブが行われ、会場を盛り上げた。

４年ぶりの模擬店
来場者でにぎわう

　今年７回目となる「渋谷区長への施策提言コ
ンペ」が10月25日に開催された。12組の応募
があった中、１次選考を通過した５組が審査員
に対してコンペに臨んだ。審査員は長谷部健・
渋谷区長、根本克彦・サッポロビール株式会社
法人統括部統括部長、針本正行・本学学長の３
人が務め、学生たちの提言を熱心に聞いた。
　今回のテーマには、「未来のまちづくりに必
要なこと」「地域コミュニティの維持と活性化
のためにできること」が提示された。学生たち
は、渋谷区の現状や課題を踏まえつつ、それぞ
れの観点から考えた施策について熱弁を振るっ
た。
　審査の結果、地域コミュニティの維持と活性
化について提案した清水元

もと

葵
き

さん（法３）＝写
真前列左から６人目、三浦夕佳さん（法３）、
森下陽向さん（日文３）、小松遥さん（史３）
のグループが渋谷区長賞に輝いた。同グループ
は、渋谷区が取り組む近隣住民同士での声かけ
を推奨するイベント「渋谷おとなりサンデー」

に着目。子どもが楽しめるようにスタンプラリ
ーとハザードマップの要素を掛け合わせ、地域
を巡りつつ住民同士が交流を深める新しい在り
方を提案した。
　長谷部区長＝同５人目＝は、「避難所区域を
活用し、行政の視点でも考えられた完成度の高
い提案だった」と評価した。グループ代表を務
めた清水さんは「“実際に役に立つ施策だ”と
住民の方に思ってもらえる施策になるように工
夫し、審査員の方たちにも伝わるように心がけ
た」と振り返った。
　サッポロホールディングス賞には、
「Japanese Nightmarket in Yoyogi Park ～
ナイトマーケットを渋谷のシンボルに～」を
提案した細谷仁衣那さん（経３）、金森永時さ
ん（経営３）、仲颯希さん（経３）、西村大和
さん（経３）のグループが選ばれ、学長賞に
は「『ササハタハツ商店街クラスルーム』開校
!!!!」を提案した星野文花さん（法４）が選ば
れた。

コ
ン
ペ
参
加
学
生
と

審
査
員
一
同

「実際に役に立つ施策を
 突き詰めていきたい」

渋谷区長への施策提言コンペ 第141回若木祭
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　国学院大学ソフトテニス部の濱島怜奈選手（初
教２）が、広島市で９月30日から10月１日にか
け開催されたＪＯＣジュニアオリンピックカップ
第30回全日本ジュニアソフトテニス選手権大会
の女子ダブルスＵ20の部において、優勝する活
躍を見せた。
　本大会は、公益財団法人日本ソフトテニス連盟
が主催し、20歳以下のＵ14、Ｕ17、Ｕ20の各
区分別全国大会上位選手および同連盟推薦選手
16ペアによる日本最高峰の選手権大会となる。
　なお、濱島選手は昨年度のシングルスに続き、
今年度はダブルスでチャンピオンとなり、Ｕ20
のカテゴリーでの２冠を達成した。
　濱島選手は同連盟の推薦を受け、左近知美選手
（日本体育大学２年）とペアを組み出場したが、
初めて組んだとは思えないコンビネーションで、
いずれの試合でも対戦相手に実力を見せつけ勝利
を重ねていった。
　広島翔洋高校との初戦では常に主導権を握り４
－１で制し、続く須磨学園高校（兵庫県）との対
戦も濱島選手の配球で相手のミスを誘い４－２で
勝利。準決勝の日本体育大学・明治大学選手ペア
との対戦では４－０と圧勝し勢いをつけると、決

　東都大学野球１部秋季リーグが全日程を終
え、国学院大学硬式野球部は４位で１部残留
を決めた。
　最終第５週は亜細亜大学との３連戦とな
り、10月17日の第１戦では、一進一退の攻
防の末、タイブレークに持ち込むも２－３と
敗れ、５位に後退した。続く18日の第２戦
では１－１で迎えた九回表、２死二塁から代
打で立花祥希選手（健体２）が２ランホーム
ランを打ち、３－１で勝利し３位に浮上。勝
ち点２で３校が並ぶという予断を許さない状
況の中、１部リーグの残留争いは、最終戦で
決することとなった。
　19日の第３戦では、奮戦したもののチャ
ンスをつかむことはできず、０－６で敗れた

が、結果として秋季リーグは４位という順位
で終えることとなった。
　なお、秋季表彰選手には、武内夏暉投手
（健体４）が選出された。武内投手は最終週
にエースとして３連投しながらも通算５勝
を挙げ、防御率0.97で最優秀防御率を獲得
し、１部リーグベストナインの投手としても
選出された。

勝の和歌山信愛高校戦では、息の合った双子のペ
アを相手にお互い一歩も譲らない展開となり、途
中２－２のシーソーゲームとなるも、濱島選手の
絶妙な配球により相手ペアを揺さぶり、最終的に
は４－２で勝利し、優勝を成し遂げた。

　試合後、新本弘司・同部女子監督は濱島選手に
対して「今回の結果を糧にして、チームの要とし
てさらに活躍してくれることを期待している」と
語った。

ダブルス優勝

東都秋季リーグ 大接戦の中、１部残留

ジュニアオリンピックソフトテニス部

硬式野球部

見
事
優
勝
に
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提
供
）

価千金の２ランホームランを打った立花選手

　プロ野球ドラフト会議が10月26日に開催さ
れ、国学院大学硬式野球部の武内夏

なつ

暉
き

投手（健体
４）が埼玉西武ライオンズから１位指名を受け
た。

　当日、武内投手は同部の鳥山泰孝監督、部員ら
とともに、たまプラーザキャンパスで会議の様子
を見守った。１巡目の指名が始まり、最初に東京
ヤクルトスワローズから指名されると会場は大歓

武内投手 西武ライオンズから１位指名硬式野球部

胴
上
げ
さ
れ
る
武
内
投
手

声に包まれた。続いて、ライオンズ、福岡ソフト
バンクホークスからも１位で指名を受け、抽選の
結果、ライオンズが交渉権を獲得。武内投手が安
堵の表情を見せると部員らが万雷の拍手で祝福し
た。
　指名後、記者会見に臨んだ武内投手は、「今ま
で支えてくれた両親に感謝したい。持ち味の制球
力と変化球を生かして、１年目から開幕ローテー
ションを目指したい」と力強く語った。鳥山監督
は「（武内投手は）伸びしろも多い。活躍を楽し
みにしている」とエールを送った。
　会議後には、ライオンズの松井稼

か

頭
ず

央
お

監督が来
校し、「将来はチームだけでなく日本のエースと
なってほしい」と期待の言葉を寄せた。
　武内投手は八幡南高校（福岡県）出身。今季は
日米大学野球の侍ジャパン大学代表にも選ばれ、
日本代表の勝利に貢献するなど、同部の左腕エー
スとして活躍した。

順位 大 学 名 勝 負 分 勝率 勝点
1 青山学院 7 5 0 0.583 3
2 日 本 7 6 0 0.538 3
3 中 央 8 7 0 0.533 3
4 国 学 院 6 7 0 0.462 2
4 亜 細 亜 6 7 0 0.462 2
6 東 洋 5 7 0 0.417 2
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陸上競技部

柔道部

全日本大学駅伝
３位で２年連続表彰台

講道館杯 田中選手３位、武岡選手（院友）が２連覇

　秩父宮賜杯第55回全日本大学駅伝対校選手
権大会が11月５日、熱田神宮西門前（愛知県）
から伊勢神宮内宮宇治橋前（三重県）までを
繫ぐ全８区間・106.8kmのコースで開催され
た。オープン参加２チームを含む全27チーム
が争う中、国学院大学陸上競技部は５時間12
分39秒で３位と２年連続で表彰台に上った。
　１区は後村光星選手（健体１）が学生駅伝デ
ビュー戦ながら、２位集団でレースを進めると
ライバル校の選手と僅差の６位で２区の山本歩
夢選手（健体３）へ襷リレー。山本選手は後続
大学にかわされるも、最後は意地を見せ大東文
化大学と同タイムの10位で第２中継所に飛び
込んだ。襷を受け取った３区の上原琉翔選手
（健体２）は快調な走りを見せ、区間３位の好

　階級別日本一を決める国内タイトル
の一つ、講道館杯全日本柔道体重別選
手権大会が11月４、５日に千葉ポー
トアリーナ（千葉市）で開催された。
国学院大学柔道部からは７選手、院友
も６選手が出場し、男子60kg級で田
中祥選手（経営４）が３位、同66kg
級では院友の武岡毅選手（令４卒・
130期日文、パーク24）が２連覇を
果たした。
　田中選手は、１回戦を内股と小内刈
の合わせ技で勝利すると、２回戦でも
大外刈の技ありで勝利しベスト８に進
出。３回戦では、延長戦で大内刈を決
め一本を奪い準決勝へ駒を進めた。準

決勝では惜しくも敗れたが、３位入賞
を果たした。
　武岡選手が制した同66kg級は、国内
競争が最も激しい階級ともいわれ、軽
量級を得意とする同部の選手、院友が
活躍している。決勝では同じく院友の
藤阪泰恒選手（平31卒・127期健体、パ
ーク24）との対決となり、１・２位を院
友で占めた。ほかにも羽田野啓太選手
（健体３）と相田勇司選手（令４卒・130
期法、ALSOK）がベスト16となった。
同90kg級では、中村俊太選手（健体３）
が５位に入賞を果たした。
　10月21、22日には体重別団体での
学生日本一を争う男子第25回・女子

第15回全日本学生柔道体重別団体優
勝大会がベイコム総合体育館（兵庫県
尼崎市）で開催され、同部は男子の部
でベスト16となった。
　男子の部は、全53大学が参加。代
表選手７名による点取り式のトーナメ
ント戦で実施。同部は１回戦シードと
なり、21日の２回戦から登場。大阪
体育大学（大阪府）と対戦し、５－０
と圧倒した。翌22日の３回戦では強
豪の筑波大学と対戦。先鋒の羽田野選
手が技ありで勝利したが、勢い続かず
１－５と敗れた。この結果、同部はベ
スト16となった。優勝は、筑波大学
で10年ぶり４度目。

走。９位に浮上し先行する大学との差を縮め
た。４区の高山豪起選手（法２）も上原選手の
勢いを受け、早稲田大学、帝京大学、東京国際
大学を次々と抜き去り、一気に６位まで押し上
げ上位進出への足がかりを築いた。
　レース後半戦に突入した５区の青木瑠郁選手
（健体２）も積極的なペースで先行する大学を
抜き去り３位へ浮上。６区の嘉数純平選手（健
体２）は上位争いが激しさを増す中、粘りの走
りを見せ、４位で７区を担うエースの平林清澄
選手（経営３）へ襷を繫いだ。「区間賞を狙っ
ていた」という平林選手は、６秒先行していた
中央大学に並ぶとそのまま並走し、２位の青山
学院大学を追走。最後は中央大学に１秒先行さ
れるも第６中継所で43秒あった青山学院大学
との差を９秒に縮め、見事に区間賞を獲得し
た。８区は主将の伊地知賢造選手（健体４）
が、３年連続でアンカーを務めた。伊地知選手
は前を行く青山学院大学との差を冷静な走りで
縮め、15km過ぎにその背中を捉える。本学、
青山学院大学、中央大学の三つ巴の２位争いと
なる中、伊地知選手は集団をけん引する。勝負
はゴール直前までもつれ、激しいスパート合戦
に。最後は５時間12分39秒の３位で宇治橋前
のゴールに飛び込み、昨年の準優勝に続き２年
連続で表彰台に上った。優勝は４連覇となった
駒沢大学で、５時間９分０秒だった。

ゴールへ向かう伊地知選手

男子60㎏級で３位となった田中選手

見
事
に
区
間
賞
を
獲
得
し
た
平
林
選
手

区間 氏　名 所　属 タイム 区間順位 総合順位
１ 後村　光星 健体１ 27分26秒 ６位 ６位
２ 山本　歩夢 健体３ 32分22秒 11位 10位
３ 上原　琉翔 健体２ 34分01秒 ３位 ９位
４ 高山　豪起 法２ 34分33秒 ４位 ６位
５ 青木　瑠郁 健体２ 36分08秒 ３位 ３位
６ 嘉数　純平 健体２ 38分11秒 ５位 ４位
７ 平林　清澄 経営３ 51分07秒 １位 ４位
８ 伊地知賢造 健体４ 58分51秒 ２位 ３位

個人成績
順位 大学名 記　録
1 駒 沢 5：09’00
2 青 山 学 院 5：12’34
3 国 学 院 5：12’39
4 中 央 5：12’49
5 城 西 5：17’23
6 創 価 5：18’21
7 大 東 文 化 5：19’21
8 東 京 国 際 5：20’05

総合順位（８位入賞まで）


